
★平成22年第４回定例会は12月３日(金)開会予定です。

平成22年
（2010年） 10月
第35号

9月補正額： 7億7,069万円

予算総額：216億9,861万円
（対前年度同期 △5億5,768万円、△2.5％）
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な
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りんりんロードで「おもしろ
自転車」に乗りましょう
牧島町の「カブトガニの館」近くにある自転

車専用道路（りんりんロード）に、おもしろ自

転車が配置されます。収納庫の整備などを行い、

来春にはお目見えの予定です。お楽しみに！

◎ 伊万里市監査委員の選任
林 大作氏の再任を承認しました

◎ 人権擁護委員の推薦
馬場義行氏（再）、野口勝美氏（再）、和嶋一

範氏（新）の推薦に同意しました

議会ホットコーナー

日 種 別 内 容
開 会
会議録署名議員の指名

３昔 本会議 会期の決定
市長提出議案等25件 … 一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

７惜 本会議 議案等に対する質疑
議案等に対する質疑
決議案の上程（企業会計決算審査特委設置）

８戚 本会議 決議案の提案理由説明、質疑、討論､採決
特別委員会委員の選任、正副委員長互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

９斥 休 会 特別委員会（交通網･港湾･企業誘致対策）
10昔 休 会 特別委員会（地域医療･環境施設整備対策）
13席 本会議 一般市政に対する質問
14惜 本会議 一般市政に対する質問
15戚 本会議 一般市政に対する質問
16斥 休 会 常任委員会
17昔 休 会 常任委員会
21惜 休 会 正副委員長会

市長提出追加議案等10件…一括上程
市長提出追加議案の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
決議案等の提案理由説明、質疑、討論､採決
特別委員会委員の選任
（一般会計及び特別会計決算審査）

24昔 本会議 特別委員会正副委員長の互選
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案の付議順序により討論、採決
閉 会

平成22年伊万里市議会第３回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時９月
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前田家住宅は、伊万里税務署近く（市内立花町西円蔵寺区内）にあります。

個人のお宅ですが、ご当主の好意によりイベントなどに開放され、市内外からの来訪者に感動を

与えています。

前田家の歴史
・江戸時代に代々、伊万里郷大庄屋を務めている。

・『葉隠』の口述者である山本神右衛門常朝の母は、前田

家初代の娘。

・また歴代当主が香橘神社や岩栗神社へ寄進した燈篭が、

今も伊萬里神社境内にあるほか、同鳥居には「伊万里郷

大庄屋 前田善五利昭」（第９代）の名がある。

・第10代当主 前田乕之助利之は、明治半ばから大正初期まで初代大坪村長を務めた。

前田家住宅
・現在の主屋は、江戸時代後半の天明４（1784）年に建築された。

・約1,000坪ほどの細長い屋敷地の中央に主屋があり、寄棟造一部二階建て。建築面積約291㎡

で、民家建築では県内最大規模。屋根は茅葺で、佐賀民家の特徴である「くど造り」の最も発

達した姿を伝えている。大庄屋役宅としての公的なスペー

スと、豪農の私宅としてのスペースが区分され、鍋島藩主

を迎えたとされる「オナリノマ」などがある。

・その他、東・西・北の蔵などがある。

・「 園」の名を持つ庭は、紅葉の頃を筆頭に、四季折々

の美しい風情がある。

〈参考資料 大坪公民館作成「前田家住宅パンフレット」〉

前田家住宅の今
・閉まったままになっていた前田家住宅を何とか甦らせたいとの思いで、平成15年度から３年

間、大坪塾の皆さんが道具類などの整理・調査をされ、現在の姿がある。中でも古文書類は１

万点弱を数え、県下で最多。

・平時は一般開放されていないが、市民の手によるイベントなどの際は、市内外から多くの来訪

者で賑わう。

★ 11月26日（金）～28日（日） テーブルコーディネート展
・伊万里鍋島焼窯元おかみ会の皆さんの手による作品たち
・エッセイスト伊藤緋紗子さん（『華の人』著者）の作品 など
・共催イベントとして、商店街での「おもてなし」

★ 来年２月 伊万里郷大庄屋のひな祭り
・昔なつかしいお雛様と「伊万里ならではのお雛様」を計画中。
どちらも詳細は市の広報などでお知らせします。

い えん
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当委員会に付託されました、条例議案1件
及び平成22年度補正予算を審査し、原案の通
り可決すべきものと決定いたしました、
「消防本部」
・伊万里市火災予防条例の一部を改正する条
例制定について
伊万里市火災予防条例(昭和37年第1号)
第8条の3 第1項中「又は固体酸化物型

燃料電池」を加え、条例の一部を改正する。
・補正予算(100万1千円)

女性消防隊の初期消火活動用軽可搬ポン
プを二里町中田婦人防火クラブへ配備する。

「総務部」
・防火灯設置費助成事業「62万3千円」

申請行政区、62行政区で101基の申請が
あり不足する補助金を補正する。
「補助額は総事業費の二分の一で、1基当
り2万5千円が限度額」である。
・市民センター管理運営費「308万」

平成4年9月に開館され、18年を経過して
おり音響施設等他の修繕が必要との説明を
受け、今後も空調施設他 等々の整備が必
要になるのではと説明を受けた。
また、市民センター施設運営業務等委託

料も補正されている。
「政策経営部」
・婚活応援推進事業「168万3千円」
伊万里市に在住または勤務する20歳以上

の独身者で結婚を希望する人は登録をお願
いし、伊万里市役所婚活課へ連絡をお願い
します。今後の活動としては、講演会・講
座・出会いの場イベントの他に、伊万里市
近郊の武雄市・有田町・松浦市等の協議を
行い進めて行くとの説明を受けた。
また、各町に婚活活動サポーターを配置

したいとの説明も受けた。
・財産管理事業「71万2千円」
松浦公民館跡地側溝整備については、分

譲地としての整備を行い、3区画の宅地と
して分譲を計画しているとの説明を受けた。
・戸籍住民基本台帳費「56万9千円」
住基カード申請に伴なうカードが不足する

見込みであるので新たに確保する必要が出
てきた。佐賀県内10市の住基カードの普及
率は4番目で2.86％である。
年次毎に発行も増えており、高齢者の方

は身分証明書にもなっているとの説明を受
けた。
平成15年8月から住基カードが発行され、
平成16年1月29日から電子証明が発行され
ている。平成22年8月末有効カード発行枚
数は1,661枚となっている。
・浦ノ崎失効地対策事業「7万円」
今後、検討委員会を設置(5名)し、地元協

議会の意見を聴き集約を行い、専門的な分
野の委員を含め、今後、開発を進めて行く
方針であると説明を受けた。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎前田 儀三郎 ○山増 秀明
前田 教一 松永 孝三 高木 久彦
占野 秀男 盛 泰子 浜野 義則

浦ノ崎失効地の状況

埋立免許失効地
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当委員会に付託されました条例議案2件、
一般会計補正予算１件、特別会計補正予算5
件について、慎重審査の結果、原案の通り可
決すべきものと決定しました。
議案54号国民健康保険高額医療養費支払資

金貸付基金条例の今回の改正主旨は、従来、
国民健康保険税の滞納者に対しては貸付対象
者として除外されていたが社会情勢、経済状
況の悪化により市民生活を守るため滞納をし
ている市民にも貸付を実施する改正条例であ
る。
一部の意見として貸付の滞納で基金の原資

自体にも影響が及ぶのではとの指摘もあった
が、約２ヶ月後には高額医療費の給付がなさ
れるので、実際的な懸念は解消されるとのこ
とである。
民生費関係では、病後児保育事業に補正が

なされている。この事業は子育て世代の若い
親子から強い要望があり、民間病院の協力を
得て昨年度から実施されている事業であるが、
現在利用率が非常に低く、この事業目的と認
知を広く市民に周知徹底させる必要がある。
又、県安心こども基金特別対策事業費補助

金を活用し、子育て家庭が外出しやすい環境
を整備するため、公的場所へベビーシート等
を設置する事業費が計上された。設置箇所に
ついては利用者サイドへの十分な配慮に心が
けるよう指摘がなされた。
衛生費関係については、環境センター施設

維持補修工事費として、2,800万円が計上さ
れている。平成3年から20年までの間に総額
20億1,700万円、法令に準じたとはいえ巨額
の改修費を投入してきた。伊万里市としても
4市5町で目指している西部広域ゴミ焼却セン
ターの設置主自治体となっているが、新施設
移行までは必要最小限の補修費にとどめるべ
きと考えられる。
教育費関係では、新規事業でりんりんロー

ドで育む健やか親子事業が採択された。この
事業は牧島地区が実施しているりんりんロー
ドやカブトガニの館等の社会的資源を活かし
た親子のふれあいを図るため、県安心こども

基金補助金を活用し、おもしろ自転車の整備
を行うものである。安全上の問題からはヘル
メットの予算は計上されておらず、その指摘
に現在東山代町公民館に常備されている物を
譲る受け、安全対策として対応するとのこと
である。又、他には国見台庭球場の改修費補
正は注目に値する。30年来の市民の強い要望
事項で、平成25年迄の継続事業となっている
が、1日も早い完成が望まれるところである。

委員会2日目に、前田家住宅と、国見台庭
球場の現地視察を行った。前田家住宅は築
200年、22世紀に残す佐賀県遺産としては最
大の規模を誇る。指定文化財と違い、比較的
規制が緩やかな登録有形文化財に指定されて
いるので増改築が可能とのことであり、今回、
県補助金を活用し屋根等の補修予算が計上さ
れた。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎笠原 義久 ○草野 譲
内山 泰宏 船津 賢次 前田 久年
樋渡 雅純 島田 布弘 下平 美代

現在の国見台庭球場

前田家住宅
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託された条例議案1件、補正

予算議案五件について審議した結果原案通り

可決すべきものと決定しました。

条例議案

伊万里市高齢者等肉牛飼育モデル事業基金

市内の肉用資源の確保と高齢者等の福祉の

増進を目的として、国、県、市で基金を造成

し、昭和五一年より繁殖雌牛を貸し付ける事

業であったが、国の三位一体改革により返還

が求められ段階的に返還を行ってきたもので

ある。来年までの償還となるが、償還後も現

状の貸し付け頭数であれば影響がないとの報

告であった。

予算議案

水道部 井手口川ダムは、堤体の工事も

完了し24年4月送水に向けて浄水場工事が進

んでいる。第四工業用水道については、まだ

計画給水量に至っていないが、企業体も今年

の夏から幾分生産回復はしているものの早い

景気回復が待たれる。又水道料金は平成8年

の改定であるが、現在も順調な水道会計であ

り、今後しばらく値上げの予定はないとの報

告であった。

建設部 予算のほとんどは6月と7月の梅

雨前線豪雨による補修工事費であり、ため池、

道路、河川、農地、農道等他にも小規模なも

のまで124カ所もあり、早い復旧が望まれま

す。

産業部 中山間地域直接支払交付金事業

については、事業仕分けでも継続となり本年

から五年間第三期に入ります。農業情勢の悪

化に伴い高齢化が進む中で本事業により農地

保全に期待するものです。又、口蹄疫対策で

は市内畜産農家に素牛導入延期等の影響が出

るのは必至であり、その影響緩和のために肉

用牛肥育経営安定対策事業の掛金の一部助成

を行います。

商工費ではバス運行事業で多くの意見が出

た。現在空白地域の運行については充分検証

し早急に対処するとの事でした。しかし、現

在運行路線の利用者が極端に少ない路線につ

いては残念ながら廃止を余儀なくされます。

地区住民の皆様へは多くの利用を願うところ

です。

今年12月30日に豪華客船｢ふじ丸｣が伊万里

港に寄港しますので歓迎式典の予算を承認し

ました。多くの皆様の参加をお願いします。

◎堀 良夫 ○松尾 博幸
松尾 雅宏 多久島 繁 渡邊 英洋
岩橋 紀行 田中 啓三 福田 喜一

新規就農者アスパラハウス視察

建設中の井手口川ダム
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交通網・港湾・企業誘致対策調査特別委員会
1.西九州自動車道の整備について
唐津伊万里道路については、北波多ＩＣま

で平成23年度開通を目指して工事中である。
伊万里市部分においても用地取得が進み住吉
橋下部工及び板冶川橋下部工等が行われた。
伊万里道路においては、伊万里川から伊万里
西ＩＣ間に橋梁箇所が多いことから設計に相
当な時間を要しており、関係機関との協議が
進められている。伊万里松浦道路については、
佐代川橋下部工及び久原地区改良工事等を予
定されている。
伊万里・松浦・平戸の3市議会で構成する

西九州自動車道建設促進協議会は、佐賀・長
崎両県の知事・議会及び国道事務所に対し建
設促進の要望活動を行った。今後も国の関係
機関及び両県選出の国会議員に対し要望活動
を展開していく。
2.港湾整備について
8月3日の「伊万里港の重点港湾選定」は、

官民一体となったこれまでの取組が評価され
たものと思われる。七ツ島地区多目的国際コ
ンテナターミナル整備の状況は、平成24年度
の岸壁供用を目標に－13ｍの専用岸壁と航路
泊地を整備中であり、岸壁背後のふ頭用地整
備、ガントリークレーン整備を予定されてい
る。
3.企業誘致について
重点港湾の選定など追い風も吹いている状

況のなかで、
将来を見据
えた新たな
工業団地の
必要性を要
望した。

行政視察報告（7月28日～30日）
（１）佐賀県港湾課
重点港湾の選定において国土交通省として

は、『将来性』と『民間の力』を重視して選定

されるとのことであった。今後の課題として

は輸出に力を入れる必要があるなど、今後の

セールスが鍵になるとのことである。その後

8月3日に伊万里港が重点港湾に選定される。

（2）福岡県大牟田市
企業誘致において、工業団地が8地区に分

散されているが、それぞれ特徴をもった工業

団地化され、団地によってはスタートアップ

センターと称し、市で物件を用意し、それを

企業に貸し出すことにより企業から税収アッ

プを図るやり方など、財政力の差が感じられ

た。三池港の港湾整備については、遠浅のた

め大型の船舶は期待できないが、交通アクセ

スが整備されており流通的には伊万里市にと

って脅威である。

（3）大分県佐伯市
東九州自動車道の無料化の影響は、観測値

において高速道は交通量が2倍増となってい

るが、国道10号においては半減している。大

分市等をターゲットに「グルメ観光」を市・

商工会議所が一体となり推進したことにより、

「道の駅かまえ」においては客数が160％とな

り、売上も270％となった。伊万里市におい

ても西九州道の進捗に合わせ内外に対し、情

報発信を強化していく必要性を痛感したとこ

ろである。佐伯港では有力企業の事業撤退に

よる荷取扱量の大幅減がみられ、市勢の関連

性を強く感じられた。

（4）大分県別府市
別府港は国際観光港として、国直轄事業の

耐震強化岸壁を事業実施中である。しかし、

交通アクセスが向上したことで、フェリー利

用者が減少した為、今後中国等の国際観光客

船の誘致に

力を入れて

行くとのこ

とである。

◎松尾 雅宏 ○多久島 繁
渡邊 英洋 島田 布弘
笠原 義久 前田 儀三郎 盛 泰子

ガントリークレーン予定地

大牟田港
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特
別
委
員
会
報
告

地域医療・環境施設整備対策調査特別委員会

1・公的病院統合整備事業
入札による建築工事、機械設備工事、電機

設備工事等の病院本体建設の落札額は41億

9,178万9千円（落札率88.169％）で予定価

格から約5億円が減額となりました。

今後は国道附加車線工事や上下水道工事等

の周辺整備工事とあわせて、経営統合と統合

病院の運営に係るソフト事業が実施されるこ

とになりますが、これらを含めた総事業費は

58億4,700万円が見込まれています。

事業費に対する伊万里市の負担額は約16億

1,000万円（有田町約13億2,000万円）とな

り、交付税措置額を差し引いた実質の支出額

は、最も多い平成24～28年度で年間約4,700

万円。平成29年度～53年度までは年間約

2,900万円が見込まれています。

また、統合新病院の運営は公営企業法の全

部適用により経営責任の明確化や決定の迅速

化・弾力化がはかられ、収支計画（案）では

開院７年目の平成30年度から黒字経営の計画

になっています。

２．ごみ処理施設建設事業
佐賀県西部の４市５町により佐賀県西部広

域環境組合が設立され、平成27年の供用開始

を目指して日量処理能力201トンのごみ処理

施設建設事業が進められています。

ごみ処理方式については専門家５名などで

構成する「施設整備検討部会」の評価検討を

受け、選定のポイントとして①資源循環とゴ

ミの持つエネルギーの回収量が多い②環境に

やさしい③安定的に安全にゴミ処理が出来る

こと等を総合的に判断し、環境組合の「建設

委員会」では原料化システムが選定され、組

合の全員協議会で選定経過が説明されていま

す。

その後、地元松浦町の対策協議会や関係地

区において説明会や協議会の現地視察が実施

され、今年６月松浦町の「対策協議会総会」

において、一定の理解は示されたものの承

諾・同意には至ってない。

地域振興策や環境影響評価の準備書作成等、

システム選定が確定しないと具体的に取り組

めないものもあり、今後の積極的な取り組み

を望むものです。

◎浜野 義則 ○松尾 博幸
内山 泰宏 草野 譲
山崎 秀明 堀 良夫 下平 美代

行政視察報告（８月４日～６日）
●公立八女総合病院（福岡県八女市）
地方公営企業法の全部適用へ移行し経営責

任を明確化にして、医師や管理職の人事や報

酬に成果主義を導入され、モチベーションの

向上により経営面の効果向上の説明を受けた。

●藤ヶ谷清掃センター（大分県別府市）
複数の企業で構成される企業連合体と基本

契約を締結しており、その企業体の中に焼却

灰の受け入れ企業も参入している。

処理方式は、焼却灰の資源化（セメント原

料化）となっている。

●三菱マテリアル㈱九州工場（福岡県苅田町）
国内有数のセメント工場で焼却場から排出

される焼却灰の受け入れ工場でもある。

平成24年からさらに、新規増設の計画があ

ることが表明された。

三菱マテリアル工場
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一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．介護保険料・低所得者減免制度の

利用状況について

(1)平成22年度の利用状況

２．財政問題について

(1)ここ数年間の経常収支比率について

３．福川内川の氾濫と浸水対策について

(1)調査結果と今後の方針

1.4市5町広域ゴミ処理システムについて

(1)セメント原料化システムありきと

思える進め方

(2)建設予定地である伊万里市として

市及び（地元）松浦町の安全性、

安定について市の認識は

(3)地元振興策の取組みの現況

船津 賢次

（一問一答）

1.有害鳥獣対策と農業関連諸事業につ

いて

(1)有害鳥獣対策について

(2)戸別所得補償制度加入状況につい

て

(3)小規模土地改良事業実施状況につ

いて

2.市街4ｋ圏のコミュニティバス運行に

ついて

（仮称・つる号・かめ号）

3.ふるさと創生人材育成事業の今後に

ついて

松尾 雅宏

（一問一答）

盛 泰子

（一問一答）

1.来年度予算編成へ向けて

(1)枠内に入らなかった事業の公表

(2)全庁的な調整

2.黒澤明記念館問題について

(1)プロダクションとの交渉状況

(2)財団理事会などについての情報共有

(3)理事会への「参加」

(4)財団の管理監督者である県の責任

3.博物館構想について

(1)市が保有する資料の総量とバック

ヤード

(2)黒澤サテライトスタジオの状況

草野 譲

（一問一答）

1.第5次伊万里市総合計画について

2.第4工業用水道事業のその後について

3.閣議決定をされた地域主権について

占野 秀男

（総 括）

1.黒澤記念館問題のその後と見通し

(1)保証金の返還協議

(2)サテライトスタジオの今後の運営

2.都市計画道路の指定と実施計画につ

いて

山増�秀明

（一問一答）

1.体育施設使用料の無料化について

2.新たな路線バス運行の今後の方向性

について

3.黒澤明記念館の権利金返還交渉につ

いて

4.第4工業用水道の運用状況について

島田 布弘

（一問一答）

1.公営住宅のグループホーム事業への

活用について

2.川南造船所跡地の活用について

(1)多様な意見の調整

(2)決定までのプロセスについて

(3)戦跡として残す考えはないのか

下平 美代

（一問一答）

1.高齢者の所在不明問題について

(1)住民基本台帳の管理

(2)個人情報の壁、家族聴取の限界

2.災害時の避難勧告等の発令基準につ

いて

(1)避難支援政策の取り組み状況

(2)発令基準

(3)土砂災害ハザードマップ

3.「道の駅伊万里」機能充実と本市の

関わり

(1)行政・運営主体との連携

(2)休憩・情報発信機能

(3)「伊万里」の魅力発信の拠点に

樋渡 雅純

（一問一答）

1.地籍調査について

(1)昨年度までの事業進捗状況

(2)未調査地区の今後の計画

2.地域の元気推進事業について

(1)事業の目的

(2)現在の取組状況

前田 久年

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

一
般
質
問
事
項
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一

般

質

問
経
常
収
支
比
率
が
こ
こ

数
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
っ
て

い
る
。
県
内
10
市
と
の
比
較
で

も
ワ
ー
ス
ト
１
だ
。
こ
の
急
速

な
悪
化
の
原
因
は
。

政
策
経
営
部
長

地
方
交
付
税
の
減
（
10
年
前

と
の
比
較
で
27
億
円
の
減
）
と

繰
出
金
の
会
計
基
準
の
変
更
が

大
き
い
。河

川
改
修
の
調
査
費
が

予
算
化
さ
れ
改
修
を
期
待
し
た

が
、
調
査
の
結
果
は
。

建
設
部
長

残
念
な
が
ら
補
助
事
業
の
採

択
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
排
水
ポ

ン
プ
の
増
強
な
ど
県
で
で
き
る

事
業
は
な
い
か
検
討
し
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

平
成
18
年
に
地
元
か
ら

河
川
の
護
岸
工
事
、
葦
の
刈
り

取
り
、
汚
泥
の
除
去
等
の
要
望

書
が
出
さ
れ
て
い
る
が
。

建
設
部
長

葦
の
草
刈
り
や
一
部
汚
泥
の

除
去
を
行
っ
た
。

船
津

賢
次

こ
の
制
度
の
利
用
者
が

非
常
に
少
な
い
の
で
対
象
者
を

絞
り
込
み
周
知
す
る
よ
う
求
め

た
が
、今
年
度
の
利
用
状
況
は
。

市
民
部
長

減
免
の
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
１
６
１
人
を
絞
り
込
み
制

度
の
紹
介
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
送
付
し
た
。
相
談
に
来
ら
れ

た
方
は
17
人
そ
の
内
５
人
が
申

請
。
３
人
が
減
免
さ
れ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
例

え
ば
仕
送
り
の
有
無
に
つ
い
て

の
問
い
が
あ
る
が
限
度
額
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
預

貯
金
の
限
度
額
が
１
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長

県
内
他
市
と
の
比
較
で
は
伊

万
里
市
の
制
度
は
い
い
方
だ
。

制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
も

あ
り
、
第
５
次
介
護
保
険
制
度

の
中
で
検
討
し
た
い
。

島
田

布
弘

セ
メ
ン
ト
原
料
化
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
特
に
安

全
・
安
心
・
安
定
化
が
、
１
０

０
点
満
点
の
配
分
方
式
で
30
点

で
あ
り
、
安
全
面
に
60
点
位
が

必
要
と
考
え
る
が
。
又
焼
却
灰

は
、
全
量
を
セ
メ
ン
ト
会
社
へ

搬
出
す
る
と
あ
る
が
疑
わ
し
い
。

市
民
部
長

セ
メ
ン
ト
企
業
へ
の
搬
出
は

70
％
で
あ
り
、
30
％
は
地
元
埋

立
て
と
な
る
。

地
元
は
１
０
０
％
生
灰

の
搬
出
と
思
っ
て
い
る
方
が
多

い
。
生
灰
を
更
に
１
３
０
０
度

の
高
温
処
理
に
て
溶
か
し
、
ス

ラ
グ
化
す
る
の
が
最
も
安
全
安

心
安
定
化
で
あ
り
再
考
を
。

市
長

専
門
家
に
依
頼
し
て
い
る
の

で
私
は
全
く
関
与
し
て
い
な

い
。
ネ
ジ
を
元
に
戻
し
、
検
討

委
員
会
で
意
見
を
述
べ
て
頂
き

た
い
。

武
雄
市
長
は
セ
メ
ン
ト

質
問

原
料
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
安

全
・
安
心
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
と

し
て
一
番
最
初
に
動
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
安
全
・
安
定

化
は
第
一
条
件
で
あ
る
。
焼
却

灰
は
外
部
委
託
で
あ
り
問
題
が

あ
り
、
修
正
の
方
向
で
議
論
す

る
と
の
答
弁
で
あ
る
。
伊
万
里

市
長
と
し
て
の
考
え
は
。

市
長

私
は
専
門
知
識
は
な
く
、
能

力
が
な
い
。
検
討
委
員
会
で
疑

義
に
つ
い
て
出
席
頂
き

場
合

に
よ
っ
て
は

私
は
ス
ラ
グ
で

も
ど
ち
ら
で
も
良
い
。

風
評
被
害
が
発
生
し
た

場
合
の
補
償
は
。

市
民
部
長

全
く
な
い
と
考
え
る

考
え
方
が
甘
い
。
稼
動

年
数
も
ハ
ッ
キ
リ
示
さ
れ
な

い
、
借
地
で
の
借
入
れ
が
適
当

で
は
な
い
か
。
地
権
者
に
な
る

で
あ
ろ
う
方
々
に
早
く
明
示
す

る
べ
き
で
は
。

市
民
部
長

環
境
調
査
が
終
り
次
第
取
組

む
。

市
長

組
合
会
議
へ
そ
れ
ら
の
意
見

を
申
し
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

延
ば
し
意
見
の
場
を
つ
く
る
。

下
平

美
代

①
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
多
く
の
意
見
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
手
立
て
で
集
約
す

る
の
か
。

②
川
南
造
船
所
で
何
が
作
ら

れ
て
い
た
の
か
事
実
の
確
認
が

必
要
と
思
う
が
◎
伊
万
里
市

史
。
◎
ふ
る
さ
と
読
本
伊
万
里

の
れ
き
し
（
教
委
）
◎
山
代
町

史
に
特
殊
潜
航
艇
が
つ
く
ら
れ

た
の
記
述
も
あ
る
。

③
遺
構
を
戦
跡
と
し
て
、
平

和
の
発
進
地
と
し
て
残
し
て
欲

し
い
と
い
う
事
に
対
し
て
は
。

政
策
経
営
部
長

①

地
元
、
山
代
町
開
発
促
進

協

議
会
よ
り
建
物
の
撤
去
、

公
園
化
の
要
望
も
あ
る
。
戦
争

体
験
等
か
ら
の
声
が
あ
る
の
も

承
知
し
て
い
る
。
学
識
経
験
者

や
地
元
住
民
に
よ
る
検
討
委
員

会
で
集
約
す
る
。
②
残
っ
て
い

る
関
係
資
料
が
乏
し
く
当
時
の

正
確
な
事
実
関
係
が
分
か
っ
て

川
南
造
船
所
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

財
政
問
題
に
つ
い
て

福
川
内
川
の
氾
濫
と

浸
水
対
策

答
弁

介
護
保
険
料
の
減

免
制
度
に
つ
い
て

答
弁 ４

市
５
町
広
域

ゴ
ミ
処
理

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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質

問

る
。
③
市
と
し
て
「
道
の
駅
」

と
し
て
の
条
件
が
維
持
さ
れ
て

い
る
か
、
把
握
の
必
要
性
は
あ

る
。
施
設
の
改
修
、
充
実
の
点

で
は
、
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
産
と
し

て
基
本
的
に
行
っ
て
頂
く
こ
と

に
な
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
今

後
の
考
え
を
確
認
、
協
議
し
て

い
き
な
が
ら
、
市
と
し
て
努
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

西
九
州
自
動
車
道
の
開

通
後
の
影
響
を
、
危
惧
す
る
声

も
あ
る
。
「
道
の
駅
伊
万
里
」

ふ
る
さ
と
村
は
「
道
の
駅
」
本

来
の
公
共
的
な
面
を
支
え
る
行

政
と
、
特
産
品
等
を
活
用
し
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
運
営
主
体

者
の
連
携
が
新
し
い
魅
力
に
通

じ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長

都
市
・
農
村
間
の
交
流
や
、

生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
今
後
の
農
業
を
ど
う

変
え
て
い
く
か
、
当
時
と
し
て

は
画
期
的
な
施
設
で
あ
っ
た
。

魅
力
あ
る
施
設
充
実
の
為
に

も
、
特
色
あ
る
「
食
」
の
提
供

や
、
観
光
の
工
夫
も
含
め
Ｊ
Ａ

と
一
緒
に
互
い
に
知
恵
を
出
し

十
分
活
用
さ
れ
る
よ
う
今
後
、

関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
問
省
略
）

前
田

久
年

平
成
29
年
度
に
調
査
完

了
の
計
画
だ
が
、
過
去
２
回
の

計
画
変
更
は
、い
つ
行
っ
た
か
。

変
更
理
由
は
何
か
。

建
設
部
副
部
長

当
初
計
画
で
は
、
昭
和
58
年

度
〜
平
成
14
年
度
の
20
年
間
で

完
了
す
る
予
定
が
、
平
成
６
年

度
に
、
平
成
21
年
ま
で
の
27
年

間
と
１
回
目
の
変
更
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
国
の
方
針
変
更

で
精
度
の
高
い
調
査
が
求
め
ら

れ
、
調
査
に
要
す
る
時
間
と
測

量
費
が
大
幅
に
増
え
、
平
成
17

年
度
に
２
回
目
の
計
画
変
更
を

行
っ
た
。木

場
地
区
の
国
道
２
０

４
号
周
辺
の
地
籍
調
査
を
、
本

年
度
別
枠
予
算
と
し
て
実
施
し

て
い
る
が
、
引
き
続
き
来
年
度

も
実
施
の
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。

市
長

土
木
事
務
所
も
地
籍
調
査
が

済
め
ば
、
事
業
に
取
り
組
む
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
籍
調
査

の
予
算
の
許
す
範
囲
で
、
別
枠

と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
。

平
成
19
年
度
か
ら
新
地

籍
課
税
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
の
増
収
は
ど
の
位

か
。

総
務
部
長

平
成
19
年
度
は
約
６
千
７
百

万
円
、
20
年
度
は
約
６
千
８
百

万
円
、
21
年
度
は
約
７
千
２
百

万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
19
年
度
か
ら
24
年

度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
が
、
現

在
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

か
。

政
策
経
営
部
長

モ
デ
ル
地
区
の
二
里
町
、
波

多
津
町
、推
進
地
区
の
牧
島
町
、

立
花
町
、
黒
川
町
、
東
山
代
町
、

山
代
町
、
21
年
度
取
り
組
み
地

区
の
大
坪
町
、
南
波
多
町
、
大

川
町
は
事
業
に
着
手
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
今
年
度
か
ら
の
伊
万

里
町
、
大
川
内
町
、
松
浦
町
は

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
向
け

話
し
合
い
中
で
あ
る
。

い
な
い
。
③
検
討
委
員
会
は
５

人
に
よ
る
構
成
で
学
識
経
験

者
・
郷
土
史
家
・
地
元
代
表
。

３
回
程
度
開
催
し
今
年
度
内
に

方
向
性
を
得
た
い
。

市
長

検
討
委
員
会
に
は
戦
争
体
験

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞

き
検
討
し
て
頂
け
れ
ば
よ
い
。

心
に
障
が
い
の
あ
っ
た

人
が
何
が
し
か
の
支
援
を
受
け

れ
ば
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

人
達
の
た
め
に
市
営
住
宅
を
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
活
用
で
き
な

い
か
。
法
律
は
活
用
で
き
る
よ

う
改
正
さ
れ
て
い
る
が
。

建
設
部
長

市
営
住
宅
も
入
居
希
望
者
が

多
く
現
在
の
ま
ま
で
は
対
応
は

厳
し
い
。
雇
用
促
進
住
宅
が
市

へ
移
譲
の
話
が
あ
っ
た
が
国
の

方
針
で
当
分
の
間
は
で
き
な

い
。
法
人
で
物
件
取
得
の
場
合

助
成
制
度
が
あ
る
。

樋
渡

雅
純

「
道
の
駅
」
施
設
は
国

で
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
道
路
情

報
提
供
を
、
地
元
で
物
産
館
、

地
域
情
報
案
内
、
休
憩
所
等
分

担
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に

「
休
憩
施
設
」、「
情
報
発
信
機

能
」、「
地
域
連
携
機
能
」
に
特

徴
が
あ
る
。
①
県
内
に
お
け
る

運
営
形
態
は
②
市
と
運
営
主
体

者
と
の
関
わ
り
方
は
③
「
道
の

駅
」
の
公
的
役
割
の
機
能
を
果

た
す
上
で
、
今
後
の
連
携
は
。

建
設
部
長

①
平
成
７
年
４
月
指
定
登
録

を
受
け
、
市
と
締
結
し
た
提
供

サ
ー
ビ
ス
等
の
協
定
に
よ
り
Ｊ

Ａ
が
経
営
し
て
い
る
。

県
内
で
は
７
駅
全
て
市
町
が

設
置
者
で
、
施
設
を
保
有
、
整

備
し
、
運
営
は
指
定
管
理
又
は

自
主
運
営
し
て
い
る
。

②
市
と
の
関
わ
り
は
管
理
協

定
以
外
な
い
。
基
本
的
に
準
公

共
団
体
と
し
て
Ｊ
Ａ
の
判
断
で

全
面
的
に
行
っ
て
頂
い
て
い

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

地
籍
調
査
に
つ

い
て

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

「
道
の
駅
伊
万
里
」

機
能
充
実
と
本
市

の
関
わ
り

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁公

営
住
宅
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
活
用

質
問

元
気
推
進
事
業
に

つ
い
て
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般
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問

保
の
継
続
し
た
努
力
を
認
め

る
」
と
あ
る
が
３
千
万
円
の
予

算
に
対
し
て
決
算
は
３
万
円
と

６
万
円
し
か
な
い
。
財
団
の
監

督
官
庁
で
あ
る
県
が
こ
の
よ
う

な
報
告
書
で
良
し
と
す
る
の
は

無
責
任
。
市
長
か
ら
強
く
善
処

を
求
め
る
べ
き
。

市
長

指
摘
の
点
は
県
の
対
応
を
待

ち
、
今
後
と
も
連
携
し
て
問
題

解
決
へ
向
け
て
努
力
す
る
。

昨
年
度
に
策
定
し
た

「
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
ど

の
よ
う
な
進
め
方
を
考
え
て
い

る
か
。

市
長

現
在
の
状
況
下
で
新
た
な
ハ

コ
も
の
を
作
る
こ
と
は
困
難
。

も
し
作
る
と
し
た
ら
既
存
施
設

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
と
考
え

る
。
資
料
保
存
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
や
研
修
室
な
ど
が
必
要
な

ら
、
私
案
と
し
て
は
市
民
病
院

跡
の
活
用
も
。

（
一
問
省
略
）

る
。
家
庭
用
電
力
で
の
対
応
は

可
能
か
。

九
州
電
力
で
は
、
１
㎞
迄
は

無
償
だ
が
、
そ
の
先
の
延
長
に

は
ｍ
当
た
り
３
２
５
５
円
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。

現
在
、い
ま
り
ん
バ
ス
、

元
気
バ
ス
、
新
た
な
路
線
バ
ス

と
市
街
地
と
遠
隔
地
に
は
運
行

し
て
い
る
が
お
年
寄
り
は
ど
こ

に
も
お
ら
れ
ま
す
。
市
街
５
㎞

圏
の
空
白
地
の
運
行
を
ど
う
考

え
る
の
か
。(

牧
島
・
永
山
・

屋
敷
野
・
緑
ヶ
丘
・
古
賀
・
あ

さ
ひ
が
丘
等)

答
弁

市
長

大
坪
バ
イ
パ
ス
開
通
に
合
わ

せ
、５
㎞
圏
内
の
牧
島
町
・
大
坪

町
・
あ
さ
ひ
が
丘
団
地
等
へ
の

運
行
に
向
け
て
指
示
し
て
い
る
。

平
成
14
年
以
降
休
止
し

て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

政
策
経
営
部
長

庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
け

再
開
に
向
け
て
検
討
す
る
。

松
尾

雅
宏

近
年
の
イ
ノ
シ
シ
は
慣

れ
て
き
て
、
里
山
に
下
り
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
は
。産

業
部
長

猟
友
会
に
よ
る
駆
除
と
電
気

牧
柵
の
防
護
で
行
っ
て
い
る

が
、
捕
獲
頭
数
は
増
加
し
て
お

り
、
電
牧
面
積
も
19
年
以
降
か

ら
換
算
す
る
と
市
内
水
田
面
積

の
半
分
に
相
当
す
る
。
現
在
ま

で
有
効
な
手
段
は
な
く
今
後

も
、
適
切
な
防
護
柵
の
講
習
会

や
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
被
害

軽
減
に
努
め
る
。

避
妊
薬
や
眠
り
薬
入
り

餌
を
使
い
駆
除
は
出
来
な
い
か
。

産
業
部
長

現
在
の
と
こ
ろ
保
護
の
関
係

か
ら
薬
物
使
用
は
し
て
は
な
ら

な
い
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

山
間
地
で
は
法
面
が
広

く
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
電
牧
で
は

草
が
伸
び
て
触
れ
る
と
漏
電
す

る
た
め
、
草
刈
作
業
に
追
わ
れ

盛

泰
子

経
過
が
見
え
て
こ
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

政
策
経
営
部
長

よ
う
や
く
財
団
理
事
会
の
体

制
が
整
い
、
弁
護
士
同
士
の
協

議
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
る
。

県
に
情
報
公
開
請
求
し

た
資
料
に
よ
る
と
、
新
た
な
理

事
会
は
黒
澤
久
雄
理
事
長
、
濱

野
保
樹
氏
、
松
本
修
治
氏
、
黒

澤
和
子
氏
、
熊
田
雅
彦
氏
、
松

尾
民
夫
氏
、
石
増
浄
司
氏
の
７

人
で
、
監
事
に
弘
中
弁
護
士
が

就
任
（
未
公
表
）。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
市
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
を
。

ま
た
、
直
近
の
理
事
会
資
料
に

は
疑
問
点
が
多
い
。
例：

①
天

変
地
異
の
よ
う
な
事
態
が
あ
っ

た
の
に
、
09
年
度
と
10
年
度
分

の
事
業
計
画
が
殆
ど
同
じ
内
容

②
08
年
度
と
09
年
度
分
の
監
査

報
告
書
で
は
、
訂
正
印
も
な
い

ま
ま
数
字
が
手
書
き
で
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
「
寄
付
金
確

質
問

答
弁

黒
沢
記
念
館
問
題

市
街
５
㎞
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

草
野

譲

今
回
の
計
画
で
市
長
が

描
く
将
来
の
伊
万
里
市
像
の
中

で
特
徴
的
な
も
の
は
な
に
か
。

市
長

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
一

番
は
市
民
福
祉
の
向
上
と
安
心

安
全
の
町
つ
く
り
を
目
指
す
。

基
本
理
念
と
し
て
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
安
心
と
豊
さ
の
創
造

を
理
念
と
し
活
力
あ
ふ
れ
人
が

輝
く
安
ら
ぎ
の
町
伊
万
里
を
将

来
都
市
像
と
描
く
。

計
画
の
取
組
み
で
東
ア

ジ
ア
と
の
交
流
の
拡
大
を
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
ど
の
様
な
取
り

組
み
か
？政

策
経
営
部
長

民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
、

既
に
一
部
取
組
ん
で
い
る
が
コ

ン
テ
ナ
航
路
拡
大
や
大
連
市
や

青
島
市
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
を
行
い
伊
万
理
産
の
特

産
物
の
販
売
と
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取

組
ん
で
い
く
。

第
５
次
伊
万
里
市
総

合
計
画
に
つ
い
て

質
問

博
物
館
の
構
想

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

イ
ノ
シ
シ
対
策
と
戸
別
所

得
補
償
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
創
生
人
材
育

成
事
業
に
つ
い
て

答
弁

質
問
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①
塩
分
濃
度
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
濃
度
は
問
題
の
な

い
数
値
か
②
締
切
り
堤
防
の
傾

き
追
加
工
事
の
為
、
ヘ
ド
ロ
の

除
去
作
業
が
一
部
出
来
な
か
っ

た
事
は
濃
度
の
問
題
に
影
響
は

な
い
の
か
。

水
道
部
長

①

毎
日
貯
水
池
内
９
ヶ
所

に
お
い
て
濃
度
の
測
定
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
50
Ｐ
Ｐ
Ｍ

以
下
で
推
移
し
て
い
る
。
工
業

用
水
の
基
準
が
80
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下

で
あ
る
事
か
ら
問
題
は
な
い
②

覆
砂
が
50
㎝
程
度
あ
り
貯
水
能

力
の
関
連
か
ら
あ
る
程
度
の
除

去
作
業
は
行
っ
た
。
時
間
的
に

は
少
し
長
く
か
か
っ
た
が
今
の

と
こ
ろ
濃
度
の
問
題
は
な
い
。

閣
議
決
定
を
さ
れ
た
地

域
主
権
に
つ
い
て
。
今
後
政
府

は
こ
の
様
な
方
向
性
を
打
出
し

た
が
そ
の
対
処
の
仕
方
と
主
張

す
べ
き
点
は
。

政
策
経
営
部
長

ひ
も
付
き
の
な
い
一
括
交
付

金
の
件
な
ど
望
む
政
策
は
沢
山

あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を

深
め
た
い
。

占
野

秀
男

黒
澤
記
念
館
建
設
に

つ
い
て
黒
川
の
「
夢
み
さ
き
公

園
」
内
の
建
設
は
あ
き
ら
め
、

現
在
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
記
念
館

に
し
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

た
が
、
伊
万
里
市
は
議
会
の
了

解
も
得
て
こ
れ
を
断
っ
た
。

そ
の
後
は
契
約
金
の
返
還
な

ど
の
協
議
を
双
方
の
弁
護
士
を

通
じ
て
実
施
し
て
い
る
が
、
決

着
が
遅
い
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
時

間
が
か
か
る
の
か
。

記
念
館
を
断
念
す
れ
ば
、
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
は
、
信
金

か
ら
借
り
て
市
の
予
算
で
維
持

管
理
費
を
支
出
し
、
財
団
に
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
年
度

の
予
算
編
成
も
あ
る
が
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

答
弁

政
策
経
営
部
長

理
事
の
選
任
な
ど
財
団
側
の

体
制
が
整
わ
ず
進
ん
で
い
な

い
。７

月
末
に
理
事
な
ど
決
ま
っ

た
の
で
こ
れ
か
ら
本
格
交
渉
に

な
る
と
思
う
。

市
長

双
方
の
弁
護
士
が
協
議
中
で

あ
り
１
月
末
ま
で
に
め
ど
を
つ

け
て
欲
し
い
。
新
年
度
予
算
の

計
上
は
難
し
い
と
考
え
る
。

都
市
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
都
市
計
画
道
路
に
指
定
し

て
か
ら
、
30
年
以
上
も
放
置
さ

れ
た
計
画
道
路
が
何
本
か
あ
る
。

計
画
だ
け
し
て
何
も
し
な
い

か
ら
計
画
道
路
内
に
新
し
い
家

が
建
て
ら
れ
、
宅
地
や
田
畑
の

有
効
利
用
が
で
き
な
い
。
な
ぜ

長
期
間
放
置
し
て
来
た
の
か
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
大
坪
小

学
校
線
は
38
年
間
も
手
を
付
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
い
つ
着
工

す
る
の
か
。

市
長

道
路
計
画
内
で
も
建
築
申
請

が
あ
れ
ば
断
れ
な
い
。
ま
た
交

通
量
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先

し
て
事
業
化
し
た
た
め
遅
れ
て

い
る
。

必
要
路
線
と
し
て
指
定
継
続

中
で
あ
り
、
陣
内
〜
白
野
線
が

完
了
次
第
着
手
し
た
い
。

質
問

山
崎

秀
明

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
面
か
ら
市
内
各
地

域
、
各
種
の
体
育
施
設
を
開
放

し
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で

も
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。
こ
れ
は
健
康
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
。

教
育
部
長

生
涯
に
亘
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
で
き
る
環
境
は
必

要
。
無
料
化
と
な
れ
ば
新
た
に

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
も

な
る
が
一
定
の
使
用
料
は
受
益

者
負
担
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
は
分
け

て
考
え
て
い
る
。
使
用
料
は
特

定
財
源
と
し
て
維
持
管
理
費
に

充
当
さ
れ
デ
メ
リ
ッ
ト
の
面
か

ら
無
料
化
は
困
難
で
あ
る
。

バ
ス
の
運
行
は
三
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
。
利
用
状
況

が
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
乗
車

向
上
の
た
め
の
改
善
策
は
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
部
長

区
長
会
、
利
用
者
か
ら
の
意

見
を
聞
い
て
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
運
行
ル
ー

ト
や
時
間
変
更
が
あ
り
一
部
廃

止
と
も
な
っ
た
。

現
在
の
改
善
点
は
、
北
部
地

区
で
２
便
目
の
時
刻
を
遅
ら
せ

る
こ
と
や
井
野
尾
ル
ー
ト
を
加

え
病
院
前
に
も
止
る
こ
と
と
し

た
。西

部
地
区
で
は
、
始
発
が
遅

い
こ
と
や
、
浦
ノ
崎
駅
前
の
待

機
時
間
が
短
い
こ
と
の
見
直

し
、
東
部
地
区
で
は
、
回
送
線

を
連
絡
線
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

へ
の
対
応
と
合
わ
せ
て
２
便
か

ら
４
便
へ
の
変
更
と
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
利
用
が
少
な

い
松
浦
線
、
大
川
原
、
原
屋
敷
、

喜
三
郎
線
は
廃
止
し
た
。
こ
れ

ら
は
８
月
上
旬
の
区
長
会
及
び

利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

対
応
し
た
も
の
。

体
育
施
設
使
用

料
の
無
料
化

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

新
た
な
路
線
バ
ス

運
行
の
今
後

黒
澤
記
念
館
問
題

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

第
４
工
業
用
水
道
事
業

の
そ
の
後
に
つ
い
て

質
問

答
弁 都

市
計
画
道
路
の

早
期
実
施
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編
集
後
記
な
ど

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約12円（印刷費）で作成しています。

よ
く
判
断
に
迷
う
こ
と
が

あ
る
。

日
曜
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
の
「
た
か
じ
ん
委
員
会
」

や
月
曜
日
午
後
９
時
か
ら
の

「
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク
ル
」
を
好
ん

で
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
常

識
と
し
て
の
知
識
吸
収
と
物

事
の
方
向
性
の
見
定
め
の
た

め
に
、
よ
く
見
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

旬
の
話
題
の
問
題
点
が
浮

き
ぼ
り
に
な
り
、
議
会
の
場

で
の
問
題
解
決
の
判
断
に
多

い
に
参
考
に
な
れ
ば
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
演
者
は
一
流
の
博
識
者

で
正
に
裏
の
裏
ま
で
読
ん
で

の
判
断
か
と
関
心
さ
せ
ら
れ

る
。
物
事
と
い
う
も
の
は
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
観
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
答
え
は
ひ
と
つ

で
は
な
い
よ
う
だ
。
判
断
の

た
め
に
は
本
当
に
広
く
て
深

い
知
識
が
必
要
だ
な
と
思
う

こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

議
会
関
係
に
置
き
換
え
る

と
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

機
会
は
、
議
案
質
疑
に
始
ま

り
、
一
般
質
問
や
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
に
お
け
る
質
問
、

さ
ら
に
は
最
終
日
の
議
案
・

意
見
書
案
に
対
す
る
質
疑
応

答
・
討
論
等
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
確
た
る
考
え
を
提
案
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
能
力
が
試

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い

か
に
い
ろ
い
ろ
の
知
識
を
会

得
し
て
お
く
べ
き
か
で
あ

る
。
こ
の
頃
よ
く
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

（
山
）

編
集
委
員

◎
山
崎

秀
明
○
多
久
島

繁
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久
年
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野
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松
尾
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幸
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泰
子

顧
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樋
渡

雅
純

発
行伊
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里
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議
会
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五
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９
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１
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編
集市

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

平
成
21
年
度

決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
・
特
別
会
計

◎

高

木

久

彦

○

樋

渡

雅

純

内

山

泰

宏

松

尾

雅

宏

多
久
島

繁

草

野

譲

前

田

儀
三
郎

岩

橋

紀

行

盛

泰

子

審
査
日
程

10
月
29
日
、

11
月
１
、５
、８
、９
日

企

業

会

計

◎

船

津

賢

次

○

松

永

孝

三

松

尾

博

幸

前

田

久

年

山
�
増

秀

明

堀

良

夫

笠

原

義

久

占

野

秀

男

福

田

喜

一

審
査
日
程

11
月
１
、
２
、
４
日

暑
い
最
中
の
８
月
３
日
（
火
）
午

後
佐
賀
市
（
担
当：

小
城
市
）
で
開

か
れ
た
。

こ
の
研
修
は
、
毎
年
こ
の
頃
に
各

市
を
巡
回
し
て
催
さ
れ
る
も
の
で
、

議
員
の
資
質
向
上
や
時
局
の
知
識
吸

収
を
目
的
と
し
て
お
り
、
毎
回
著
名

な
方
の
講
演
を
拝
聴
し
て
い
る
。

今
回
は
最
近
の
テ
レ
ビ
対
談
な
ど
で
、
政
局
の
動
向
を
解
説
さ
れ

て
い
る
白
届
大
学
教
授
福
岡
正
行
氏
を
迎
え
て
の
話
で
、「
議
会
改

革
」
と
い
う
演
題
で
あ
っ
た
。

中
味
は
民
主
党
の
政
権
奪
取
後
の
政
局
の
変
換
を
捉
え
、
は
し
ゃ

ぎ
過
ぎ
だ
と
切
り
捨
て
、「
猛
暑
と
か
け
て
民
主
党
と
と
く
、
こ
こ

ろ
は
い
い
加
減
に
し
ろ
」
に
始
ま
っ
た
。

二
人
の
首
相
の
迷
走
ぶ
り
、
借
金
大
国
１，

０
０
０
兆
円
へ
の
日

本
経
済
の
苦
し
み
、
ネ
ジ
レ
国
会
、
地
方
議
員
は
頑
張
っ
て
い
る
な

ど
議
員
感
覚
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。


